


月 6 日〜7 月 16 日の計 41 日間について，遡上魚類の個体数調査を行った結果，

平成23年には少なくとも2万尾以上の天然アユが龍門堰を遡上したと推定された．

また，8 月の魚類相調査の結果，天然アユの一部が四条大橋下流の堰下まで到達

していることが確認された．そこで，平成 24 年度には，5 月 10 日に龍門堰に，5

月 16 日に四条大橋下流の落差工にそれぞれ仮設魚道を設置した．龍門堰の魚道は，

昨年度に設置したものと同じ 4 段の階段式魚道であるが，魚が上りやすいように

3 段目の仕切りを若干下流へ移動することで改良をした（図 1 右）．また，四条大

橋下流の落差工は，石組みで造られているため階段式魚道の設置が困難であるこ

とと，落差が 70cm 程度と比較的低いことから，下流側の水たたき部分を竹柵によ

って堰上げる水位を上げることによって，落差を 40cm に改善する工法を採用した

（図 2）．	 

	 	 

図 2.	 四条大橋下流の落差工の竹柵設置直前直後の比較写真	 

	 

	 これらの仮説魚道の効果を測定するため，別紙の調査要領（資料 2），調査表（資

料 3），調査体制（資料 4）による魚道通過魚類の個体数調査を実施した．龍門堰

については，5 月 12 日から 7 月 24 日までの期間，四条大橋下流の落差工につい

ては，5 月 18 日から 7 月 22 日までの期間に実施した．雨天時や水の濁った増水

時には計数が困難なため中止した．サポーターの参加可能な日を選んで半日ずつ

分担していただいた結果，龍門堰では計 40 日（午前のみや午後のみ日を含む），

四条大橋下流の落差工では計 12 日の計数が行われた．調査では，6 時〜17 時の昼

間のうちの 8 時間につき毎時 10 分間の計測を行なった．魚類の種名を肉眼で同定

することは困難であるため，小：10cm 未満，中：10-12cm，大：12cm 以上の大き

さ別に記録をとった．	 

	 その結果，平成 24 年の龍門堰仮設魚道では，総計 7,466 尾の魚類の遡上が計数

された（表 1）．本年は淀川大堰の魚道の遡上が 4 月下旬から 5 月上旬に多数計数

されていたことから，鴨川にも 5 月中に多くのアユが到着すると期待されていた

が，5 月〜6 月上旬の遡上数はきわめて少なかった．6 月 9 日の降雨で増水した後

に遡上数が増加し，6 月 10 日から 7 月 18 日までの間に 100 尾以上を数えた日が 9

日間記録された．最多記録は 6 月 25 日の 2,173 尾であった．これらには，一部オ

イカワも混在しているが，中筋氏が撮影した写真や観察の判定によると遡上ピー

ク期間のアユの割合は90％を越えていた．いっぽう，個体数の比較的少ない5月，

6 月上旬，7 月中下旬にはオイカワの割合が 50％以上の日もあった．	 
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